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ハンセン病問題およびHlV問 題に関する学生の意識分析

近畿大学人権問題研究所教授 奥田 均

は じめに

社会福祉法人大阪市社会福祉協議 会に設置 されてい る 「福祉 と人権」研究委員会(委 員長:筆 者)

は、2010年12.月 か ら翌年1月 にか けて 「ハ ンセ ン病 問題並びにHIV問 題 に関す る市民意識調査」

を実施 した。同調査では、社会復帰 され てい るハ ンセ ン病回復者やHIV問 題の関係者 の協力 も仰 ぎ、

質問項 目が組み立て られていった。本調査は この大阪市社協調査 をベー スに設計 してい る。

分析 にあたっての問題意識 は次の3点 であ る。

(1)ハ ンセ ン病患者に対 して、 日本 は世界に例 をみない徹底 した終生絶対隔離政策 を遂行 した。

その法的根拠のは じま りが1907年 の法律第11号 「癩予防二関スル件」であ り、1996年 の 「ら

い予防法」の廃止まで89年 間継続 され た。こ うした中で、全国各地においてハ ンセ ン病患者

を一掃 しようとする 「無 らい県運動」が戦前、戦後 にわた り展 開 された。

言 うまでもな くハ ンセ ン病患者に対す る差別政策 は、国をは じめとす る公権力によって引

き起 こされた ものである。 しか し、時の権力者 に よってのみ実行 されたわけではない。 ごく

普通の市民が第一線 の探索者 ・一番 目の通報者 とな り、地域 か ら追い出す実行者 となること

によってこの政策 は遂行 され た。そ してそれ を支 えたのが市民のハ ンセ ン病問題 に関す る偏

見であった。

国の こうした差別政策 は2001年5月 の熊本地裁判決 によって断罪 された。その反省 を踏 ま

えて、2009年4月 に 「ハ ンセン病問題 の解決 の促進 に関す る法律(通 称:ハ ンセン病 問題基

本法)」が施行 された。しか しハ ンセン病回復者や その家族 に向け られ る視線 はなお重 く厳 し

い。 それ は今 日の若者 たちである学生 の中にどのよ うに反 映 されているのだ ろ うか。ハ ンセ

ン病 問題 に関す るその実態 を明 らかに したい。

(2)ハ ンセ ン病問題 とHIV問 題 は、異なった感染症 である。 またその歴史 的経緯や感染 当事者 に

対す る社会的対応、注がれて きた偏見 の内容 において も同一視す ることはで きない。 しか し

同時にこの2つ の問題 には、「真 の意味における公衆衛生政策や思想 の欠如」や病気 に対す る

無理解、そ して地域社会 にお ける差別 と排 除の構造な どの点 において、共通 したものが貫か

れ てい るのではないか と感 じられ る。

ハ ンセ ン病患者や回復者 をおそってきたその誤 りが、HIV陽 性者 に対 して再び繰 り返 され

よ うとしているのではないか と危惧 され る。事実、1989年 に施行 された 「エイズ予防法」は、

悪法名 高い 「らい予防法」 を下敷 きに した もので あると言われたのは記憶 に新 しい。 同法 は

1999年3月 に廃止 されたが、「2次感染 の防止」「社会防衛」 とい う口実の元 に、ハ ンセ ン病

患者 にな された 「あぶ り出しと社会的排 除」が、HIV陽 性者 に繰 り返 され よ うとしている現

実 は今なお解消 され てはいない。学生たちにお ける、HIV問 題の認識 を明 らかに したい。

(3)ハ ンセ ン病 問題やHIV問 題 に関す る認識 は、人が持って生 まれた もので はない。 どの よ うな

社会的要因が学生たちの認識 に影響 を与 えてきたのか。 そ してそ こにお ける教育の役割 はい

かなる役割 を発揮 してきたのか。学生たちの両問題 に関す る意識 の形成要因を探索 したい。

以上の問題 意識 に立脚 して、本論 ではそれ を次の章立てにおいて展開す る。
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第1章 ハ ンセ ン病 問題 に関す る認識

第2章 ハ ンセ ン病 問題 に関す る態度や行動に影響 を与 えているもの

第3章HIV問 題 に関す る認識

第4章HIV問 題 に関す る態度や行動 に影響 を与えているもの

おわ りに(課 題認識)

なお以下本論 にお けるクロス集計表 はすべてその有意性 を検定 し確認 されてい る。

第1章 ハンセン病問題に関する認識

ハ ンセ ン病 問題 基本法 は、「ハ ンセ ン病の患者 であった者等 に対す る偏見 と差別 のない社会 の実

現」 を求めてい る。果 た して学生 たちの認識 は どの よ うになっているので あろ う。設問の中か ら

学生たちの認識 を問 う項 目を取 り上 げてみる。

(1)ハ ンセ ン病に関す る理解

図1-1ハ ンセ ン病 に 関 す る理 解
「

問2.あ なたはハ ンセン病 という病 気についてどのように理解 していますか 。それぞれについて

お答 えください。(それぞれについてOは1つ)

團そう思う ロそうでないと思う ■わからない □無回答

(1)ハ ンセン病は恐ろしい

病気である

(2)ハ ンセン病は遺伝病で

ある

(3)ハ ンセン病は早めに治

療すれば後遺症もな くな

おる病気である

(4)ハ ンセン病は非常に感

染力の弱い感染症である

(5)ハ ンセン病にかかると

死んでしまう

0.0

影395雛

笏2a5髪

50.0 100.0

1.問2は 、ハ ンセ ン病 にっ い て の理 解 をたず ね て い る。 図1-1は そ の結 果 で あ る。

2.感 染 者 の 自宅 に対 す る仰 々 しい消 毒 や 隔離 措 置 を通 じて 「ハ ンセ ン病 は恐 ろ しい 病気 で あ る」

とい う偏 見 が ま き散 ら され て きた 。今 日なお こ う した理 解 を持 っ て い る学 生 が39.5%も 存 在 し

て お り、 「そ うで はな い と思 う」 の16.7%を 大 き く上 回 っ てい る。
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3.ま た 「ハ ンセ ン病は遺伝病である」 と考 えている学生が9.8%、 「ハ ンセン病 にかかる と死んで

しま う」と信 じている学生が7.0%存 在 している。「ハ ンセン病は早めに治療すれ ば後遺症 もな

くなお る病気 である」と思ってい ない学生 も10.2%い た。ハ ンセ ン病 に関す る正 しい知識 はま

だまだ浸透 し切れてはいない。いずれの項 目において も 「正解」が4割 を超 えるものはなかっ

た。

4.注 目しておきたい点は、これ らの質 問において 「わか らない」「無回答」の割合が大 きい ことで

ある。例えば 「ハ ンセン病 は早めに治療すれば後遺症 もな くなお る病気で ある」 と正 しく理解

できてい る学生が27.2%で あ るのに対 して、「わか らない」「無回答」の合計 は62.5%に のぼっ

てい る。 「わか らない」 「無回答」 も 「無理解 」の表れであるこ とに留意 したい。ハ ンセ ン病 に

関す る偏見は根強 く存在 してお り、誤解や無知がなお多 くの学生 をとらえてい る。

(2)ハ ンセン病 回復者 に対す る抵抗感

図1-2ハ ンセン病回復者への抵抗感

問 劃.あ なたは、ハンセン病回復者との次のような状況についてどれくらいの抵抗を感じます

か。それぞれについてお答えください。(それぞれについてOは 書つ)

囲とても抵抗を感じる 口やや抵抗を感じる ■あまり抵抗を感じなし

口全く抵抗を感じない 国わからない ロ無回答

(1)同 じ職場 で働 くこと

(2)近 所 に住 む こと

(3)一 緒 に食事 をする こと

(4)手 をつないだり身体にふれること

(5)一 緒 に入浴す る こと

(6)ハ ンセン病回復者である人の子ども
や孫にあたる人 と結婚すること

1.2
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1.問11は 、様 々 な場 面 に お け るハ ンセ ン病 回復 者 に対 す る抵 抗 感 を質 問 してい る。図1-2は そ の

結 果 で あ る。

2.「 とて も抵 抗 を感 じる」 と 「や や 抵 抗 を感 じる」を 一括 りに して 「抵 抗 を感 じる」 とす る と、ハ

ンセ ン病 回復 者 と 「同 じ職 場 で働 く こ と」 に抵 抗 を感 じる学 生 は12.7%、 「近所 に住 む こ と」

に は7.4%、 「一緒 に食 事 をす る こ と」15.5%、 「手 をつ な い だ り身 体 にふ れ る こ と」に は27.5%、

「一 緒 に入 浴 す る こ と」 に は35.3%、 「ハ ンセ ン病 回復 者 で あ る人 の子 どもや孫 に あた る人 と

結 婚 す る こ と」 には23.6%の 学 生 が 抵 抗 を感 じる と して い る。
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3.と りわ け、「一 緒 に入 浴 す る こ と」に対す る抵 抗感 は35.3%に のぼ っ てお り、「抵 抗 を感 じない 」

人 の合 計28.!%を 上 回 っ てい る。

(3)ハ ンセ ン病回復者に対す る排除

図1-3ハ ンセ ン病 回復者への排 除

問9。20◎3年 、熊本県は「ふるさと訪問事業」として、ハンセン病療養所に入新している元患者

鰺名の宿泊を県内の温泉ホテルに予約しました。ところがホテル翻は、「他の宿泊客へ

の迷惑になる護などの理由で予約の解消を伝えて宿泊を拒否しました。あなたは、こうし

たホテル側の対応についてどう思いますか。〈○は1つ)

無 回答,7.5%

理由は一理 あ

りホテル側の対

応は認め られ

る、9.0%

哩,
1蜘惣 講

慧

ホテル側の対

応は差別であり

許されない,

46.6%

L

1.

2.

3.

問9で は、2003年 に熊本県でお きたハンセ ン病回復者 に対す る宿泊拒否 問題 について どう思 う

かたずねてい る。 その結果 が図1-3で ある。

この事件 は明 らかな差別行為 であ り、裁判 においても旅館業法違反であるこ とが明 らかにされ

た。 こ うした理解 を持 っている学生(「 ホテル側 の対応 は差別 で許 され ない」を選択 した学生)

は46.6%で あった。

しか し、 「理 由は一理 あ りホテル側 の対応 は認 め られ る」 とした学生が9.0%お り、 「どちらと

もいえない」とい う学生 も36.9%に 達 してい る。ホテル側 のこ うした理不尽 な対応 さえ差別 で

ある と認識 され ていない現実 は深刻 な事態である。 この よ うな状況 が、ホテル側 の差別行為や

その後の反省無 き態度 を支 えてい るとい えよ う。
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(4)ハ ンセ ン病患者 に対す る差別 ・隔離に関す る考え

図1-4ハ ンセ ン病患者 に対する差別 ・隔離に関す る考 え

間10.あ なたは次のような事実や考え方に対して、どのようなお考えをお持ちですか。次にあ

げるすべてについてお答えください。(それぞれについて○は壌つ)

圏そう思う

■どちらともいえない

日そうは思わない

ロどちらか といえばそう思う

口どちらか といえばそうは思わない

ロ無 回答

(1)ハ ンセン病患者を 「療養所」に

強制的に隔離 してきたことはやむ

を得ない措置であった

(2)か つ て 「療養所」においては、

結婚の時に 「断種(=子 どもを生

めな くす る手術をすること)」 を

条件とされていたことは仕方がな

いことであった

(3)ハ ンセン病患者にとっては、

「療 養所」の中で医療や福祉 を受

けることのほうが幸せである

(4)ハ ンセン病患者の自由を拘束す

ることはいかなる理由があっても

許 されないことである

5.牛

雛'

2.7

28 ミ

0.0 50.0 100.0

1.図1-4は 、ハ ンセ ン病患者にな され てきた様 々な事実や考 え方に対 して どの よ うに思 うのかを

質 問 した結果 である。

2.裁 判で も断罪 された過酷 な人権侵害 に対 して、これを肯定的に受 け止 めている学生が一定割合

存在 している。具体的には、ハ ンセ ン病患者 の強制 隔離 をやむを得 ない措置 であった と思って

いる学生が 「そ う思 う」 「どち らか といえばそ う思 う」を合 わせ ると22.8%、 療養所内の結婚

において 「断種 」が条件付 けられ た ことを仕方が なかったこ とと受 け止 めている学生が10.9%

であった。

3.他 方、ハ ンセン病患者 に対す る自由の拘束 を許 され ない ことだ と考えてい る学生が 「そ う思 う」

「どち らか とい えばそ う思 う」を合 わせ ると55.8%と 過半数 を占めた。 しか し、こんな当た り

前 な考え方 でさえ これ を肯定できてい る学生がが6割 にも満 たない こ とはむ しろ厳 しい現実 と

いえよ う。
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(5)偏 見や差別に関す る状況認識 と解 消へ の展望

図1-5ハ ンセン病回復者やその家族への偏見 ・差別の認知

闘7.あ なたは、今でも.ハ ンセン病1攣復者やその家族に獄する偏見や差溺があると思います

毒㌔(Oは 葉つ)

無 回 答,2.2%

差別力蔚、、

、㌦、 軸

㍉㌔ つ,
、.、

、、

わ か らな い,

36.2%

葭

1こ
、

臨

ili

iii}冒 冒 一}一 一}

少しは偏見i

や差別があi

黙
、 奄嶽1

や差別 は

、と思う,

懸 翻 難
灘 響騨

かなり偏見 や

差別があると思

つ,10.9%

9.0%

L

図1-6差 別解消への将来展望

潟7、付閣1こ うした差劉1ま近い将来.な くすことがで嚢ると思雛ますか

無 回答,0.0% 完全になくすこ

とができる,

83%

喪 醸
なくす ことは 難

しい,46.3%

鞍1力響

1.図1-5は 、学 生 にハ ンセ ン病 回復 者 や そ の家 族 に対 す る差 別 ・人権 侵 害 が今 で もあ る と思 うか ど

うか を尋 ね た結 果 で あ る。 これ に よ る と、 「か な り偏 見 や差 別 が あ る と思 う」が10.9%、 「少 し

は偏 見 や 差別 が あ る と思 う」が41.6%で 、そ の合 計 は52.5%と な っ てお り、差別 の現 実 を過 半

数 の学 生 が感 じ取 って い る。
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2.図1-6は 、先 の 質 問 で 「か な り偏 見 や 差別 が あ る と思 う」お よび 「少 しは偏 見 や 差別 が あ る と思

う」 と差別 の現 実 が あ る と した学 生 に 、近 い 将 来そ れ をな くす こ とが で き るか ど うか を尋 ね た

結 果 で あ る。 「完全 に な くす こ とがで き る」が8.3%、 「か な りな くす こ とが で き る」 が45.3%

で あ り、 そ の 合 計 は53.6%に と どま って い る。 「な くす こ とは難 しい 」 とい う悲 観 的 展 望 が

46.3%も 存 在 す る こ とは厳 しい結 果 で あ る。

(6)ハ ンセ ン病 問題 に関す る認識 のま とめ

これまでの調査分析 か ら判 明 した点を列記する と次の よ うになる。

1.「 ハ ンセ ン病は恐 ろ しい病気 である」とい う理解 を持 ってい る学生 が39.5%い るな ど、偏見や誤

解 、無知 がなお多 くの学生を とらえてい る。 またいずれ の項 目においても 「正解」が4割 を超

えるものはなく、 「わか らない」 「無回答」 とい う 「無理解」 との合計が過 半数 を占めている。

2.ハ ンセ ン病 回復者 との入浴 に抵抗を感 じる学生 が35.3%、 手をつ ないだ り身体 にふれ るこ とに

抵抗 を感 じる学生 が27.5%、 ハ ンセ ン病 回復者 である人の子 どもや孫 にあたる人 と結婚す るこ

とに抵抗 を感 じる学生が23.6%な ど、忌避 と排除の実態が浮かび上がってい る。

3.熊 本 県でのホテル宿泊拒否事件 で さえ、これ を差別 と見抜 けていない状況 が広 く存在 してい る。

「差別で あ りゆるされない」 は46 .6%と 半数以下であった。

4.ハ ンセ ン病 患者 に対す る、「強制隔離はやむ をえない」 「結婚す るなら断種せ よは仕方がなかっ

た」 「療養所 にいたほ うが幸せ だ」 「一定の 自由拘束は仕方 がない」 といった差別 的認識 が未だ

に影響 を保持 し続 けている。

5.「 ハ ンセ ン病 回復者や その家族 に対 す る差別 ・人権侵 害 が今 で もあ ると思 うか」 との質問 に

52.5%の 学生 が 「ある と思 う」 としてお り、「偏見や差別 はない と思 う」は9.0%で あった。 し

か もこ うした差別 を 「な くす こ とは難 しい」とい う悲観 的展望が46.3%に も達 してい ることは

重 く受 け止 めたい。

第2章 ハンセン病問題に関する態度や行動に影響を与えているもの

ハ ンセ ン病患者へ の隔離政策や 「無 らい県運動」を生活現場 で支 えた市民の無理解や排除の実

態は、学生たちにおいて さえ未だ克服 されてはいない。 こ うした状況がハ ンセ ン病回復者の社会

復帰 を困難 に し、た とえそれ が実現 した として も 「息 を潜 めるよ うに」生きてい くことを当事者

に強 いてい る。

何が こ うした態度や行動 をつ く り出 してい るのだろ うか。 どのよ うな要 因が こ うした現実に影

響 を与 えているだろ うか。学生のハ ンセ ン病問題 に関す る態度や行動に影響 を与えてい る要因を

探 る。

[1]分 析 の進 め方

(1)目 的変数 の設定

1.分 析 は上で述べた通 り、ハ ンセ ン病問題 に対す る学生 の態度や行動 に注 目して進 める。ハ ンセ

ン病 問題 に対す る学生 の態度や行動 に結びつ く目的変数 としては、問11の 「ハ ンセ ン病回復者

に対す る抵抗感」を用いる。ただ し全ての項 目を取 り上 げると煩雑 にな るため、「(4)手 をつな

いだ り身体 にふれ ること」を取 り上げ る。
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2.そ の 際 、問11の 「(4)手 をつ ない だ り身 体 にふ れ る こ と」 に関す る回 答 に おい て 、 「1.と て

も抵 抗 を感 じる」お よび 「2.や や 抵 抗 を感 じる」 と した人 を 「抵 抗 を感 じる」グル ー プ と し、

「3.あ ま り抵 抗 を感 じな い」 お よび 「4.全 く抵 抗 を感 じない 」 と した人 を 「抵 抗 を感 じな

い 」 グル ー プ と した。

問11.あ なたは、ハンセン病回復者 との次のよ うな状況 について どれ くらいの抵抗を感 じますか。

(4)手 を つ ないだ り身 体 にふ れ るこ と

1.と て も抵抗 を感 じる2.や や 抵抗 を感 じる

5.わ か らない

3.あ ま り抵 抗 を感 じない4.全 く抵抗 を感 じない

(2)分 析 の構図

1.図2-1は 、以下に進 めてい く分析の枠組み を示 してい る。次項以降の分析 内容 と併せて参照 し

ていただければあ りがたい。

2.見 ての とお り、学生 のハ ンセ ン病問題 に関す る態度や行動を形成す る直接的な要因 として本調

査で想定 したのは 「状況認識」 と 「知識」 と 「差別 の とらえ方」であ る。

3.

4.

5.

6.

「状況認識 」とは、学生がハ ンセ ン病差別 に関す る社会の状況を どの よ うに受 け止 めてい るのか

とい うこ とであ り、こ うした受 け止め方 が態度や行動 に影響 を与 えているのではないか とい う

仮説 である。具体的 には、ハ ンセ ン病差別 の認 知(問7)や ハ ンセ ン病差別解 消への将来展望

(問7付 問1)で ある。

「知識」 とは、ハ ンセン病問題 に関す る 「医学 的知識」(問2)と 、 この問題 を巡 る社会的な取

り組 みや状況に関す る 「社会 的知識」(問3)の ことで ある。 こうした知識 の正 しさや豊か さが

態度や行動 に影響 を及ぼ してい る とい う仮説 をたてた。

「差別 の とらえ方」とは、これ までのハ ンセ ン病問題 に関わ る事実や考え方 に対する認識 を指 し

てい る。分析で取 り上げたのは、問10(1)の 「ハ ンセ ン病患者 を 「療養所」 に強制的 に隔離

してきたこ とはやむ を得ない措置であった」 とい うとらえ方に対す る認識で ある。 また一般 的

な差別観 についても取 り上げるこ ととし、それ については問25(3)「 差別の原 因には、差別 さ

れ る人 間の側 に問題が あることが多い」 とい う 「自己責任論」、問25(5)の 「差別だ とい う訴

えを、い ちいち取 り上げていた らき りがない」とい う 「差別 の事実を軽視す る考え方」、そ して

問25(9)の 「思いや りやや さしさを持 てば、差別 問題は解決で きる」 とい う 「思いや り ・や

さしさ論」 を用 いて検証 した。

ところで、 これ ら 「状況認識」 「知識」 「差別の とらえ方」 とい う態度や行動 に影響 を与 えてい

ると想定 した直接的 な要因は、いずれ も学生が生まれ なが らに して持 ってい るものではない。

これ らは20年 前後の生活 を通 じて身 につけてものである。ここではその形成要 因 として 「ハン

セ ン病 問題 に関す る学習経験」 を取 り上 げその影響 を確かめてい る。
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図2-1ハ ンセ ン病 問題 に対す る学生 の態度や行動 に影響 を与 えている ものの分析構図

ハンセン病問題の学習経験(問5)

1状 況認識1

問7ハ ンセン病差別の認知

問7付 問1解 決への将来展望

知識

問2医 学的知識

問3社 会的知識

差 別 の と ら え 方

問10(1)強 制 隔離への考え方

問25(3)「 自己責任論」

問25(5)「 差 別軽視の考え方」

問25(9)「 思いやり ・やさしさ論」

ハンセン病問題に対する態度や行動

問11(4)ハ ンセン病回復者と手をつないだり身体にふれること

[2]ハ ンセ ン病問題 に対す る学生 の態度や行動に影響 を与 えているもの

(1)「 状況認識」 と態度や行動

1.「 状況認識」として取 り上げたのは次 の2問 である。 これ らの質 問結果 と、目的変数 として設定

した問11(4)と のクロス集計結果は表2-1の 通 りであった。

問7.あ なたは、今でも、ハンセン病回復者やその家族 に対す る偏見や差別があると思いますか

1.か な り偏見や差別があると思 う

2.少 しは偏見や差別がある思 う

3.偏 見や差別 はないと思 う

4.わ からない

問7・ 付 問1.こ う した差別 は近い将来 、 な くす こ とがで きる と思い ますか

1.完 全 に な くす こ とがで きる

2.か な りな くす こ とがで きる

3.な くす こ とは難 しい
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表2-1ハ ンセン病問題の 「状況認識」 と態度や行動 とのクロス集計表

該当数

問11(4)手 をつないだ り身体 にふれること

「抵抗を感じる」グ

ループ

「抵抗を感じな

い」グループ
わからない

問7ハ ンセン

病回復者に対

する差別の認

知

かなり偏見や差別があると思う 122 45」% 38.5% 16.4%

少しは偏見や差別があると思う 464 33.6% 48.7% 17.7%

偏見や差別はないと思う 101 24.8% 53.5% 21.8%

間7付 問1ハ ン

セン病差別解

消の将来展望

完全になくすことができる 55 21.8% 65.5% 12.7%

かなりなくすことができる 302 29.1% 50.3% 20.5%

なくすことは難しい 321 42.4% 35.8% 21.8%
口

2.ハ ンセ ン病回復者や家族 への偏見や差別が強 く残 ってい ると認知 している学生ほ ど、「手をつ な

いだ り身体にふれ ること」への抵抗感 が大 きい ことがわか る。「かな り偏 見や差別がある と思 う」

とした学生では、「抵抗 を感 じる」グループは45.1%に 達 している。 しか し、「偏見や差別 の現

実」については現に存在 してい る以上、それ をごまか していては真 の解決にはな らない。

3.そ こで注 目したいのが、問7付 問1の 「差別解消 の将来展望」とのク ロス結果である。これ は、

問7で 「偏見や差別 はある」 と回答 した学生 に対 して質 問 した ものである。その結果 、「偏見や

差別」を 「な くす ことができる」と認識 してい る場合 、「抵抗を感 じる」グループの割合は20%

台 と低 くなってい る。逆 に 「な くす こ とは難 しい」と認識 してい る場合 は42.4%と 大き く跳ね

上がっている。

4,結 局は差別 の現実を 「ただ単に厳 しいそ」 と知っているだけでは抵抗感 を強めてお り、それを

解決 可能 な現実 として認識 できてい るのか とい う 「差別解 消の将来展望」が態度や行動へ のポ

イ ン トであることが示 された。

(2)「 知識 」 と態 度 や行 動

1.次 に検 証 す るの は 「知識 」 と態 度 や行 動 との関 わ りで あ る。

2.表2-2は 、 ハ ンセ ン病 に関す る 「医 学 的知 識 」 を質 問 して い る 問2お よびハ ンセ ン病 問題 に関

す る 国 の政策 や 取 り組 み な ど 「社 会 的知 識 」 を問 うてい る問3に お け る正 解 数 と、 目的変数 と

して設 定 した 問11(4)と の ク ロス集 計 で あ る。

3.な お 問2の 正解 は(1)2、(2)2、(3)1、(4)1、(5)2と した。 また 問3で は、 「1.

知 っ てい る」 を正 解 と し、 「2.知 らな い」 お よび 不 明 ・無 回答 は不 正解 と した。
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問2.

(1)ハ ンセン病は恐ろしい病気である

(2)ハ ンセン病は遺伝病である

(3)ハ ンセン病は早めに治療すれば後遺症もなくなおる病気である

(4)ハ ンセ ン病は非常に感染力の弱い感染症である

(5)ハ ンセ ン病にかかると死んで しま う

問3.

あなたはハンセン病 とい う病気についてどのように理解 していますか。

1.そ う思 う

2.そ うでは ない と思 う

3.わ か らない

あなたは、ハンセン病問題 をめぐる次のような事実を知っていますか。

(1)「 らい予防法違憲国家賠償請求訴訟」(い わゆるハンセン病国賠訴訟)で1.知 っている

原告が勝・訴 し、国が裁判 で負けた こと(2001年)2.知 らない

(2)2009年4月 より 「ハ ンセン病問題の解決の促進に関する法律」が施行 されていること

(3)現 在 も 「ハ ンセン病療養所」があ り、ハンセ ン病が治ったあとも暮 らし続けている人が、全国に2500名 いる

こと

(4)か つて療養所内では、子どもを妊娠 したら強制堕胎させ られた り、結婚の時に 「断種(=子 どもを生めなく

す る手術をすること)」 を条件 とされていたこと

表2-2ハ ンセ ン病 問題に関す る 「知識 」 と態度や行動 とのク ロス集計表

正解数 該当数

問11(4)手 をつないだり身体にふれこと

「抵抗を感 じる」グ

ループ

「抵抗を感じな

い」グループ
わからない・不明

問2ハ ンセ

ン病につい

ての医学的

知識

0 499 20.8% 26.7縄 52.5%

1 161 40.4% 385% 21.1%

2 138 38.4% 46.4% 15.2%

3 106 34.9% 5α9% 14.2%

4 108 31.5% 54.6% 13.9%

5 72 20.8% 62.5% 16.7%

問3ハ ンセ
ン病問題を

巡る社会的

知識

0 935 25.2% 29、4鑑 45.4%

1 158 31.0% 4&7艦 20.3%

2 136 39.0% 49.3騰 1t8%

3 100 27.0% 55.0% 18.0%

4 55 34.5% 56.4% 9」%
1 1

4.ハ ンセ ン病 につ い ての 「医学 的 知識 」 との 関係 で は 、「医学 的 知識 」が 正 し く得 られ て い る学 生

ほ ど(問2の 正 解 数 が 多 い ほ ど)、 抵 抗感 が弱 くな って い る こ とが わ か る。た とえ ば 「正解 数0」

の学 生 にお け る 「抵 抗 を感 じない」 グル ー プの 割合 は26.7%で あ るが 、「正 解 数5」 の学 生 にお

け るそ れ は62.5%と35.8ポ イ ン トも高 くな って い る。

5.ハ ンセ ン病 問題 の取 り組 み に 関す る 「社 会 的 知識 」 との 関係 で も、正 しい 知識 を持 っ てい る学

生 ほ ど抵抗 感 が弱 くな っ てい る。 た とえ ば 「正解 数0」 の学 生 にお け る 「抵 抗 を感 じない」 グ

ル ー プ の割 合 は29.4%で あ るが 、「正 解 数4」 の学 生 にお け るそれ は56.4%と27.0ポ イ ン ト高

くなっ て い る。
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6.ハ ンセン病 問題 についての正 しい 「医学的知識」や 「社会的知識」 の獲i得が、ハ ンセ ン病回復

者 に対す る態度や行動 に積極 的な意味を有 しているこ とが示 され た。

(3)「 差 別 の と らえ方 」 と態 度 や行 動

1.「 差 別 の と らえ方 」 と して用 い て い るの は問10(1)の 「ハ ンセ ン病 患者 を 「療養 所 」 に強制 的

に隔離 して きた こ とはや む を得 ない措 置 で あ った 」とい うハ ンセ ン病 問題 に関す る とらえ方 と、

問25で 質 問 してい る一般 的 な差別 にっ い て の考 え方 で あ る。この うち こ こで は、問25(3)「 差

別 の原 因 に は、 差別 され る人 間 の側 に 問題 が あ る こ とも多 い 」 とい うい わ ゆ る 「自己責任 論 」、

問25(5)「 差別 だ とい う訴 え を、い ちい ち取 り上 げ てい た らき りが ない 」 とい う 「差 別 の 事 実

を軽視 す る考 え方 」、そ して 問25(9)「 思 いや りや や さ し さを持 て ば、差 別 問題 は解 決 で き る」

とい う 「思 いや り ・や さ し さ論 」で あ る。これ らの質 問結 果 と 目的変 数 と して設 定 した 問11(4)

との ク ロス集 計 は 表2-3の 通 りで あ る。

2.な お 問10(1)の 回答 結 果 にお い て 、 「1.そ う思 う」 と 「2.ど ち らか と言 え ばそ う思 う」 を

あわせ て 「そ う思 う」 グル ー プ と して、 「4.ど ち らか と言 えば そ うは思 わ な い」 と 「5.そ う

は思 わ な い」 を あわせ て 「そ うは思 わ な い」 グル ー プ と した。 同様 に、 問25(3)(5)(9)の

回 答結 果 も 「賛 成 」の グル ー プ と 「反 対 」の グル ー プ に括 って集 計 した 。いず れ の場合 も、 「ど

ち らと もい え ない 」 は ク ロス集 計 表 を見や す くす る た め割 愛 してい る。

問10.あ なたは次のよ うな事実や考え方に対 して、

(1)ハ ンセン病患者を 「療養所」に強制的に隔離 してきた

ことはやむを得ない措置であった

どのようなお考えをお持ちですか。

1.そ う思 う

2.ど ち らか と言 えばそ う思 う

3.と ち らともい えない

4.ど ち らか と言 えばそ うは思わ ない

5.そ うは思 わ ない

問25.一 般的に、「差別」

(3)差 別の原因には、差別 される人間の側に問題があることも多い

(5)差 別だ とい う訴えを、いちいち取 り上げていた らき りがない

(9)思 いや りややさしさを持てば、差別問題は解決する

とい うものについて、あなたはどのようなお考えをお持 ちですか。

1.賛 成

2.ど ち らか とい えば賛 成

3.ど ち ら ともい えない

4.ど ち らか とい えば反 対

5.反 対
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表2-3「 差別の とらえ方」 と態度や行動との クロス集計表

該当数

問11(4)手 をつないだり身 体 にふ れ こと

「抵抗を感じる」グ

ループ

「抵抗を感じな

い」グループ
わからない

問10(1)ハ ンセン
患者の強制隔離は

やむを得なかった措
置である

「そう思 う」グル ープ 253 43.9% 36.4% 19.8%

「そうは思わない」

グループ
411 23」% 48.9% 28.0%

1

間25(3)差 別の原

因には、差別される
人間の側に問題が
あることも多い

「賛 成 」のグル ープ 293 34.5% 30.4% 35.2%

「反 対 」のグル ープ 289 23.9% 47.8% 28.4%

問25(5)差 別だとい

う訴えを、いちいち
取り上げていたらき

りがない

「賛 成 」のグル ープ 357 37.3% 31.1% 31.7%

「反 対 」のグル ープ 319 2t3鋳 49.8% 28.8%

問25(9)思 いやり
ややさしさを持て
ば、差別問題は解

決できる

「賛 成」のグループ 476 29.8鑑 39.9% 30.3%

「反 対」のグループ 205 30.2% 38.0% 31.7%

1

3.ハ ンセン病患者 を 「療養所」 に強制的に隔離 してきたこ とに対す るとらえ方 との関係では、こ

れ を 「はやむ を得ない措置であった」 と考えているグル ープの 「抵抗を感 じる」割合 は43.9%

であった。これに対 して、「そ うは思 わない」グループ にあっては、「抵抗を感 じる」割合 は23.1%

と、20.8ポ イ ン ト低 い。強制隔離政策 をいかに受 け止 めるのかが態度や行動に影響 を与 えてい

る。

4.一 般的な差別観 との関係では、「差別 の原 因には、差別 され る人間の側 に問題 があることも多い」

とい ういわゆる 「自己責任論」に賛成 の学生や、「差別だ とい う訴 えを、い ちいち取 り上げてい

た らき りがない」 とい う 「差別の事実 を軽視す る考 え方」をもっている学生ほ ど、抵抗感 が強

い ことが示 され てい る。「思いや りやや さしさを持 てば、差別問題 は解決できる」とい う 「思い

や り ・や さ しさ論」 に対す る考 え方 と抵抗感 との間には明確 な傾 向は見 られず 、こ うした考 え

方 は態度や行動 に関わ りがない ことが示 され た。

[3]「 状況認識」 「知識」 「差別 の とらえ方」 に対す る 「学習経験」 の影響

(1)「 学習経験」への着 目

「状況認識」や 「知識 」 さらには 「差別の とらえ方」が学生 のハ ンセ ン病回復者 に対す る態度や

行動に影響 を与 えてい ることが明 らかにされた。 しか しこれ らは、学生 あ らか じめ もっているもの

ではない。「状況認識」にしろ 「知識 」や 「差別の とらえ方」に しろ、生 まれて以降の生活 の中で身

につ けたものである。では どの よ うな 日常生活 での経験 がこれ らの形成 に関わってい るのだろ うか。

本調査 の 目的や学生たちの人生歴 をふ まえて、 ここでは学生のこれまでの学習経験 の影響に焦点 を

当てて分析す る。

ハ ンセ ン病問題 に関す る学習経験は問5で 質問 してい るがその結果は図2-2の 通 りである。 なお

これ以降の分析では、「小 ・中学校 で受 けた」「高校 で受 けた」「大学で受 けた」お よび 「受けた こと

はない」の回答者 を対象 に分析 を進 める。
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図2-2ハ ンセ ン病 問題 に関する学習経験

0。0% 20.0%

牽一 一一 一一 一至

小学校や中学校で受けた ■ ■ ・3.・海

40.0%

丁
60.0%

韮

高校で受けた

大学で受けた

一般市民対象の講座などで受けた

はっきり覚えていない

受けたことはない

無回答

43.0%

1
耀

(2)学 習 経 験 と 「状 況 認識 」

1.「[2](1)「 状況 認 識 」 と態 度 や行 動 」 の分析 にお い て 、状 況 認識 にお い て は 「差 別 解 消 の将

来展 望(問7付 問1)」 がポ イ ン トで あ る こ とが示 され た。表2-4は 、ハ ンセ ン病 問題 に関す る

学習 経 験 とこの将 来 展 望 との ク ロス集 計 表 で あ る。

2.「 完 全 に な くす こ とが で き る」 と 「か な りな くす こ とが で き る」 との合 計 は、小 ・中学校 で の学

習 経 験 者 で53.5%、 高校 で の 学習 経 験者 で49。5%、 大 学 で の学 習 経 験者 で39.9%で あ るの に

対 して 、 学 習経 験 のな い学 生 にお い て は20.2%で あ っ た。

3.学 習 経 験 がハ ンセ ン病 に 関す る 「差 別 解 消 の将 来 展 望 」 に効 果 を発 揮 して い る こ とが わ か る。

表2-4学 習経験 別にみた差別解消の将来展望

該当数

問7付問1差 別解消の将来展望

完全になくすこと
ができる

かなりなくすこと

ができる

なくすことは難し

い
無回答

小・中学校で受けた 146 1α3% 43.2% 32.9% 13.7%

高校で受けた 107 1t2% 38.3% 37.4% 13.1%

大学で受けた 213 6.1% 33.8% 38.0% 22.1%

受けたことはない 480 2.1% 18.1% 25.0% 54.8%

(3)学 習経験 と 「知識」

1.ハ ンセ ン病回復者や家族に対す る差別 の撤廃 に 「医学的知識」や 「社会的知識」の獲i得が有効

であ ることが先 に示 されてい るが、ここではこ うした知識の獲得 と学習経験 との関わ りを調べ

る。

2.表2-5は 、ハ ンセ ン病問題に関す る学習経験 と 「医学的知識(問2)」 お よび 「社会的知識(問

3)」 の結果 とのクロス集計表である。なお 「医学的知識(問2)」 と 「社会的知識(問3)」 につ

いては、それぞれの学習経験者 にお ける正解数の平均値 を記 している。
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3.「 医学的知識」に関 しては、学習経験のある学生において2.5点 以上を示 してい るのに対 して、

学習経験のない学生の平均値 は0.68で あった。 「社会 的知識」においても学習経験のない学生

の平均値 は0.32と 明 らかに低い。

4.学 習経験 がハ ンセ ン病 に関す る 「医学的知識」や 「社会的知識 」の獲i得に効果 を発揮 してい る

こ とがわかる。

表2-5学 習経験別にみた 「医学的知識」 と 「社会的知識」の正解数の平均値

該当数

問2ハ ンセン病 に関する「医

学的知識」ついての理解

問3ハ ンセン病問題をめぐる

社会的知識

正解数(0～5)の 平均点 正解数(0～4)の 平均点

小 ・中学校で受けた 146 2.63

1

1.54

107 2.58 t95

1

高校で受けた

大学で受けた

1

213 2.86 2.16

受けたことはない 480 α68 ¢32

(4)学 習経験 と 「差別 の とらえ方」

1.「[2](3)「 差別の とらえ方」 と態度や行動」の分析 において、強制隔離政策 の とらえ方や、一

般的な差別観 との関係で は、 「差別 の原 因には、差別 され る人 間の側 に問題があ ることも多い」

とい ういわゆる 「自己責任論」や 、「差別だ とい う訴 えを、いちいち取 り上げていた らき りがな

い」 とい う 「差別 の事実 を軽視す る考 え方」が影 響を与 えてい ることが示 された。 ここではそ

れ らと学習経験 との関わ りを検証す る。なお 、「思いや りやや さしさを持 てば、差別 問題 は解決

でき る」とい う 「思いや り・や さ しさ論」は態度や行動 に影 響を与 えるものではなかったた め、

ここでの分析か らは割愛す る。

2.表2-6は 、ハンセ ン病問題 に関する学習経験 と強制隔離政策への考え方(問10(1))、 自己責

任論(問25(1))、 「差別 の事実を軽視す る考 え方」(問25(5))の 回答結果 とのクロス集 計表

である。

3.学 習経験のない学生においては、強制隔離政策 をやむ を得 ない措置であった とい う意見に対 し

て 「そ うは思わない」グループが28.8%と 極 めて低 い。これ に対 して、学習経験 のある学生 に

お いては、いずれ も過 半数が これ を否定できている。

4.し か し、 「自己責任論」や、「差別 だ とい う訴 えを、いちいち取 り上げていた らき りがない」 と

い う 「差別 の事実を軽視す る考 え方」 といった一般的な差別観 に関 しては、ハ ンセ ン病 問題 の

学習経験 の有無 による明確な違 いは見 られ なかった。
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表2-6学 習経験別 にみた差別の とらえ方

問10(1)ハ ンセン病患者を「療養
所」に強制的に隔離してきたことは
やむを得ない措置であった

問25(3)差 別の原因には、差別さ
れる人間の側に問題があることも多
い

間33(5)差 別 だ とい う訴 えを、いち
いち取 り上 げ てい たらきりが な い

「そう思 う」

グ ル ープ

どちらとも
いえない

「そうは 思

わ な い 」グ

ル ー プ

「賛 成 」の

グル ー プ

どちらとも
いえない

「反 対 」の

グ ル ープ

「賛 成 」の

グ ルー プ

どちらとも
いえない

「反対 」の

グ ル ープ

小・中学校で受けた 20.0% 22.8% 57.2% 27.6% 44.8% 27.6% 35.4% 31.9% 32.6%

高校 で受けた 22.9% 21.0% 56.2% 23.8% 40.0% 36.2% 30.8% 33.7% 35.6%

大学 で受けた 19.0% 24.2% 56.9% 25.7% 48.6% 25.7% 33.5% 36.8% 29.7%

受けたことはない 22.3% 48.9% 28.8鶉 29.6% 45.0% 25.4% 33.8% 36.9% 29.3%

[4]ハ ンセン病 問題 に対す る学生の態度や行動 に影響を与えてい るもののま とめ

学生 のハ ンセ ン病問題 に関す る態度や行動をはかる変数 として、「ハ ンセ ン病回復者 と手 をつない

だ り身体にふれ るこ と」への抵抗感 を用いて分析 を進めてきた。直接 的な要因 として、「状況認識」

「知識」「差別 の とらえ方」を取 り上げた。さらに生来的ではないこれ らの要 因に対 して 「学習経験」

が果 た している影響 を検証 した。分析結果は既 に取 り上げている とお りであるが、簡単 に再度提示

す ると次の よ うになる。

1.ハ ンセ ン病 回復者や家族へ の差別 の認知が 「抵抗感 」を増 してい る。 しか し 「現実認識 」ぬき

に取 り組 みは始ま らない。その とき注 目したいのは、「差別解 消への展望」を有 してい る人にあ

っては、 こ うした 「抵抗感」 を著 しく低下 させ てい る事実 である。 ポイ ン トは、差別の現実 を

「ただ単に厳 しいそ」 と知 っているだけなのか、あるいは解決可能な課題 として認識できてい

るのか とい う 「差別解 消の将来展望」 の獲得である。

2.ハ ンセ ン病 に関す る正 しい 「医学的知識」や 「社会 的知識」の豊かな人 ほ ど 「抵抗感 」は弱い。

正 しい 「医学 的知識」 と 「社会的知識」が市民の態度や行動 に影響 を与 えてい る。

3.ハ ンセ ン病患者 の強制隔離 は誤 りであった とい う正 しい認識が 「抵抗感」 を減 じてい る。ハ ン

セン病患者 ・回復者にな されて きた 「過去の過 ちに関する再認識 」は、現代におけるハ ンセン

病 回復者 に対す る態度や行動 に作用 してい る。

4.ま た、「差別 の原 因には差別 され る人 間の側 にも問題 がある」とい う被 差別 当事者に対す る 「自

己責任論」や、「差別 だ とい う訴 えをい ちいち取 り上げていた らき りが ない」とい う 「差別現実

を軽視す る考 え方」 を肯定的 に捉えるグループにおいては、これ を否定す るグループ よ りも強

い忌避的態度 が示 されている。「思いや りはや さしさを持てば、差別 問題 は解決 できる」とい う

考 え方は態度や行動 との関わ りが示 されなかった。

5.こ れ ら態度や行動 に対す る直接的な要因 としてある 「状況認識」 「知識 」 「差別 の とらえ方」は

持 って生まれ たものではない。そ こでこれ らの形成要因 としてハ ンセ ン病問題 に関す る 「学習

経験」の影響 を調べた結果 、①状況認識でポイン トであ ると指摘 した 「差別解 消の将来展望」、

② 「医学的知識」 と 「社会的知識」、③ 「強制隔離政策へ の とらえ方」に関 して、効果 を発揮 し

ていることが示 された。ハ ンセ ン病問題の解決 に とって、教育の果 た してい る役割 の重要性 が

示 されてお り、今後一層 の充実 と広が りが求め られている。

6.な お、差別問題 に関す る被差別 当事者 の 「自己責任論」や、「差別 だ とい う訴 えを、いちいち取

り上 げていた らき りがない」 とい う 「差別の事実 を軽視す る考 え方」 とい った一般的な差別観

に関 しては、ハ ンセ ン病問題の学習経験の影響 は認め られ なかった。 しか し、 こうした差別 の

とらえ方はハ ンセ ン病問題 に関す る態度や行動 にも影響 を与 えているこ とを踏 まえる とき、人

権教育の 中において積極 的に展開 され ることが期待 される
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第3章 田V問 題に関する認識

ハ ンセ ン病 とい う感染症患者や回復者 にな され てきた差別が、今再び、事情や形態は異なるも

ののHIV陽 性者 に対 して繰 り返 され ていることが危惧 され る。まず は、学生たちのHIV問 題 に関

する認識 を検証す る。

(1)HIV・ エ イ ズ に 関す る理解

図3-1HIV・ エイ ズ に 関す る理解

問 猛.あ なたは 田V・エイズという病 気についてどのように理 解 していますか。それぞれ につい

てお答えください。《それぞれについてOは 唾つ)

囲そう思 う ロそうでないと思う ■わからない 口無回答

(1)田Vと エイズは同じことを意味して
いる

(2)健 康に見えてもHIVに 感染して

いることがある

(3)HIV・ エイズは 「男性同性愛者特

有」の病気である

(4)HIVは 感染症であるが、性行為を

除けば、日常生活では感染しない病

気である

(5)HIVに 感染すると死んでしまう

(6)田Vに 感染しても必ずエイズになる

わけではなく、薬によって抑えるこ
とができる

(7)田V・ エイズは完治する病気である

(8)通 常のHIV検 査 では、感染して
から2～3ヶ 月経過しないと感染し

ているかどうかわからない

(9)HIVに 感染している人が使用し
た食器を共用すると、HIVに 感染

する可能性がある

(10)HIV・ エイズは性産業で働いている
人たちに多い

(11)田V・ エイズは日本では深刻な問題

とはなっていない

0.0 50.0

1」

1.0

1.6

1,2

2.1

t1

1.4

1.1

1.3

1.0

tO

100.0

1.問14で は、HIV・ エイ ズい う病気 につ いて の理解 をたず ねて い る。 図3-1は その結果 で あ る。

2.HIVに 関す る誤 解 や 無知 が学 生 た ち の 間で 広 く存 在 して い る。「(1)HIVと エ イ ズ は 同 じこ とを

意 味 してい る」 と思 って い る学 生 が28.0%、 「(5)HIVに 感 染 す る と死 ん で しま う」 と断 定 的
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に受 け止 めて い る学 生 も18.7%を 占め て い る。「(6)HIVに 感 染 して も必 ず エ イ ズ に な るわ け で

は な く、 薬 に よって 抑 え る こ とが で き る」 との正 しい 理解 は59.4%に とどま っ てい る。

3.ま たそ の感 染 に 関 して 、 「(4)HIVは 感 染 症 で あ るが 、性 行 為 を除 け ば、 日常 生活 で は感 染 し

な い病 気 で あ る」 につ い て 「そ うで は ない と思 う」 「わ か らない 」 「無 回 答 」 の合 計 が63.7%に

達 してい る。 「(9)HIVに 感 染 してい る人 が使 用 した食 器 を共用 す る と、HIVに 感 染 す る可 能性

が あ る」 に つ い 「そ う思 う」 と した人 が15.6%、 「わか らな い」 と した人 が21.9%で あっ た。

「(3)HIV・ エ イ ズ は 『男 性 同性 愛 者 特 有 』 の病 気 で あ る」 と受 け止 めて い る学 生 も2.1%で

あ るが 存在 してい る。

4.検 査 に関 して も、 「(8)通 常 のHIV検 査 で は 、感 染 して か ら2～3ヶ.月 経過 しない と感 染 して

い るか ど うか わか らな い」 とい う意 見 に 対 して 、 「そ う思 う」 は49.6%と 約 半数 に と どま って

い る。

5.HIV・ エ イ ズ に関 す る基 本 的 な 医学 的 知識 の共 有 で さえ十 分 に は浸 透 して お らず 、偏 見 と無 知 の

状 況 が広 く漂 って い る状 況 が 明 らか に され た。

6.た だ し 「(11)HIV・ エ イ ズ は 日本 で は深 刻 な 問題 とはな っ てい ない 」 とい う意 見 に対 して 、 「そ

うで な い と思 う」 と回答 した 学生 が73.5%に の ぼ っ た こ とは評 価 され るべ き状 況 と言 え る。

(2)HIV陽 性者 に対す る抵抗感 と忌避i

図3-2HIV陽 性者 に対する抵抗感

問2望.あ なたは.絃W陽 性者との次のような状況についてどれくらいの抵抗を感じますか。それ

ぞれについてお答えください。(それぞれについてOは 璽つ)

園とても抵抗を感じる 口やや抵 抗を感 じる

ロ全く抵抗を感じない 図わか らない

■あまり抵抗を感じない

ロ無回答

(1)HlV陽 性 者の先生や同級生がい

ること

(2)同 じ職場で働 くこと

(3)近 所に住むこと

(4)一 緒の食事をすること

(5)手 をつないだ り身体にふれる

こと

(6)一 緒 に入浴すること

1.3

0.8

1.8

2.5

0.0 50.0

1.6

1.5

1.7

1.7

1.8

1.5

t5

100.0

1.問21で は 、HIV陽 性 者 に対 す る生活 の様 々 な 状況 にお け る抵 抗 感 を質 問 して い る。 図3-2は そ
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の結 果 で あ る。

2.HIV陽 性 者 に対 す る抵 抗感 が 強 い こ とが わ か る。最 も厳 しい のは 、 「結 婚 す る こ と」へ の 抵抗 感

で、 「とて も抵 抗 を感 じる」 と 「や や抵 抗 を感 じる」 の合 計 は53.6%に 達 してい る。

3.ま た 「一緒 に入 浴 す る こ と」 に抵 抗 を感 じる学 生 の 合 計 は47.7%、 「手 をつ な い だ り身 体 にふ

れ る こ と」 に抵 抗 を感 じるが30.2%と な っ てい る。

4.そ の ほか 、「一 緒 に食 事 をす るこ と」で17.5%、 「HIV陽 性者 の先 生 や 同級 生 がい る こ と」で17.3%、

「同 じ職 場 で働 くこ と」で12.7%、 「近 所 に住 む こ と」で さ え7.6%の 学 生 は抵 抗 を感 じる と し

て い る。

(3)HIV陽 性者 に対す る排 除

図3-3田V陽 性者 に対す る排除

間 鍛.あ なたが日常生活で親しく付き合っているAさんから、硝Wに 感染している真 とを簿

らされたとします。その後あなたは、どのような態度をとると思いますか.〈◎は1つ)

できるだ 付き合わないよ 無 回答,2.9%

け 、距 離 うにす る,2.7%
こごこ

繋 嚢蕪
帥 一憩'

一,

全 く問題 にしな

いが、田Vの こ

とは触れず に、

これまでどおりM

の付き合いを 耀 懸盤1

これまでとおり

の付き合いを

続け、できるだ

けサポートをす

る,45.9%

続 け る,43.5%

1.日 常 生 活 で親 し く付 き合 っ てい るAさ んか らの告 白に対 して 、「これ ま で どお りの付 き合 い を続

け る」と した 学生 の合 計 は89.4%に 達 して い る。た だ し、「で き るだ けサ ポ ー トす る」が45.9%、

「HIVの こ とに触 れ ず に 」 が43.5%で あっ た。 思 い あま っ て の告 白に対 して 、 それ に触 れ ず に

これ ま で どお りの付 き合 い を続 け る こ とが 可能 なの か 、Aさ ん は どの よ うな思 い で告 白 したの

か な ど不 明 な要 素 が多 い た め一概 に はい えない が 、 「で き るだ け のサ ポ ー ト」 を期 待 した い。

2.と ころ で こ う した告 白に対 して 、 「で き るだ け、距 離 を置 く よ うにす る」 が5.0%、 「付 き合 わ

な い よ うにす る」 が2.7%あ っ た。 親 しい友 人 で あ って もHIV陽 性 者 に対 す る排 除 の意 志 を明

確 に してい る学生 が合 わせ て7.7%存 在 して い る(図3-3)。
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(4)HIV陽 性者へ の対応 に関す る考 え

図3-4HIV陽 性 者 に対 す る考 え

問20.あ なたは次のような事実や考え方に対して、どのようなお考えをお持ちですか、次にあ

げるすべてについてお答え《ださい(それぞれについて◎は1つ)

図そう思う

■どちらともいえない

図そうは思わない

ロどちらか といえばそう思う

ロどちらかといえばそうは思わない

口無 回答

(1)HlV感 染 の拡大を防 ぐために、

行政は田V陽 性者を把握 して管

理すべきである
1.4

2.7

(2)HIV陽 性者は結婚をひかえる
べきである

(3)HIV感 染 は防げたのだから、

陽性者は自己責任で対処すべ

きである

(4)病 気になった理由に関係な

く、社会はその治療と患者の

人権を守るために全力を尽 く

すべきである

獣 繋i……………………………………………………………謙 ・裂`一
i…箋………………………1………ii………薫蒙iぎ

僻.聯}i蘇 跳 揚

㎜lili…ii…iii…iiiiiiiiiiiiil::慧li:::iii隷……iiii……l/

25灘

髪難 霧 ÷∵:一::1;:::
71… ………i…舞

[

'1

0.0 50.0

1.4

t5

1.4

100.0

1.問20で は、HIV陽 性 者 に対す る考 え をたず ね てお り、 そ の結果 は 図3-4で あ る。

2.「 行 政 はHIV陽 性 者 を把 握 し管理 す べ きで あ る」 とい う意 見 に 「そ う思 う」が14.5%、 「どち ら

か とい えば そ う思 う」22.2%と な っ てお り、合 計 す る と36.7%が この考 え方 を肯 定 して い る。

かつ ての ハ ンセ ン病 患者 の隔 離 政策 に通 じる この考 え方 を3人 に1人 以 上 の 学生 に受 け入 れ て

い る。

3.「HIV感 染 は 防 げた の だ か ら、 陽性者 は 自己責任 で対 処 す べ き で あ る」 とい う 「陽性 者 自己責 任

論 」 に対 して、 「そ う思 う」 と 「どち らか とい えば そ う思 う」 の合 計 が17.9%で あ った。 「そ う

は思 わ ない 」 と 「どち らか とい えばそ うは 思 わ ない 」 の合 計 が52.5%に 達 して い る とはい え、

自己責 任 論 が一 定 割合 存在 して い る こ とに注 意 を払 い た い。

4. 一方 、「HIV陽 性者 は結婚 をひかえるべきである」に対 して、「そ う思 う」 と 「どち らか といえ

ばそ う思 う」の合計 は6.5%で しかない。また、「病気 になった理 由に関係 な く、社会はその治

療 と患者の人権 を守 るために全力を尽 くすべきである」 とい う考えを支持 している人の合計 は

75.0%に 達 してい る。 心強い結果 である。
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(5)HIV検 査 へ の躊 躇

図3-5検 査 へ の 態 度

闘23.鐵Vに 感桑したかもしれないと不安になる出来事が生じ,たとします.そ の時あなた綜、

検査を受けに行くと思いますか。〈◎1灘 つ)

検査を受けに

行かないと思う,

5.8%

た めらうと思う

が、結局は検

査を受けに行く

と思う,30.9%

懸
検査を受けに

行くと思う,

58.5%

実施 に検査を

受けたことがあ

る,2.4%

図3-6検 査 をため らう理 由

濁 芝3・村 溺 凄.検査をため らった移、検査 を受醗 こ行熱麟 、と思 うの はなぜですか。

《◎綜い〈つでも〉

(1)HIVに 感染 して い る こ とが わ

かる のが こわ いか ら

(2)プ ラ イバ シー が 守 られ るか ど う

か 不 安だ か ら

(3)HIV感 染が わ か る と、差 別 を

受 け る と思 うか ら

(4)HIV感 染が わ か る と、死 を覚
悟 しな けれ ば な らな いか ら

(5)HIV感 染が わ か って も 、 ど う

対 応 して よ いか わ か らな いか ら

(6)そ の 他

(7)無 回 答

0.0 50.0 100.0

1.問23で は 、HIVに 感 染 した か も しれ ない と不安 に な る出来 事 が 生 じた とき、検 査 を受 けに行 く

か ど うか をたず ね て い る。 そ の結 果 が図3-5で 、検 査 を た め らった り、検 査 を受 け に行 か ない

とい う回答 者 に そ の理 由 を質 問 した結 果 が 図3-6で あ る。

2.「 検 査 を受 けた こ とが あ る」2.4%、 「検 査 を受 け に行 く と思 う」 が58.5%で あ った。 一方 、 「た

め ら う と思 うが、結 局 は検 査 を受 け に行 く」が30.9%、 「検 査 を受 け に行 か な い と思 う」が5.8%

とな って い る。 まだ ま だ検 査 へ の敷 居 が 高 い こ とが うか が え る。
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3.検 査 へ の た め らいや 検 査 の 忌避 の理 由は 、「感 染 して い る こ とが わか る と こわい か ら」が64.6%、

「感 染 が わ か って も ど う対 応 して よいか わ か らない か ら」 が41 .2%、 「死 を覚悟 しな けれ ば な

らない か ら」が14.1%、 「プ ライ バ シ ー が守 られ るか ど うか不 安 だ か ら」が!3.4%で あ った。 ま

た 「感 染 が わ か る と差別 を受 け る と思 うか ら」 が23.9%と 、4人 に1人 近 くにの ぼ っ て い る。

4.検 査 へ の躊 躇 が事 態 の深 刻 化 を招 い てい る。 そ して それ を差別 や 無 知 が 支 え て い る。

(6)偏 見や差別 に関する状況認識

図3-7HIV陽 性者 やその家族 に対する偏見 ・差別の認知

閤18.あ なたは、今 でも、HIV陽 性者 やその家族 に対 する偏見 や差溺が あると思 いますか.

(○ は 壌つ〉

偏見や差別は

ないと思う,

10.6%

無 回 答,1.5%

こミ

/

差別力

う,

、

玉

わから

ない,

勲 璃
　

一

少 しは 偏 見

や 差 別 が あ

る と思 う,

52.2%
誤軽融轍 灘灘灘蕪騨

一

燭.垂 騨闘

かなり偏見や

差別があると思

っ,21.6%

図3-8HIV陽 性者や その家族に対す る偏見 ・差別の認知

閥18.付 濁 壌 こうした差劉 は近い将来 、なくすことができると思 いますか

無回 答,0.8% 完 全 に な くす こ

とが できる,

5.7%

か な りな くす こ

とが で きる,なくす ことは 難

39.7%しい
,53.8%

灘

1.図3-7は 、学 生 にHIV陽 性 者 や そ の 家族 に対 す る差 別 ・人権 侵 害 が 今 で もあ る と思 うか ど うか を

尋 ね た結 果 で あ る。 これ に よる と、 「か な り偏 見や 差 別 が あ る と思 う」が21.6%、 「少 しは偏 見

や 差 別 が あ る と思 う」 が52.2%で 、 そ の合計 は73.8%に 達 して い る。 「差 別 や 偏 見 は ない と思

う」 はわ ず か に10.6%で あ った。
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2.図3-8は 、先 の質 問 で 「か な り偏 見や 差別 が あ る と思 う」お よび 「少 しは偏 見や 差 別 が あ る と思

う」 と差別 の現 実 が あ る と した学 生 に 、近 い将 来 それ を な くす こ とが で き る か ど うか を尋 ね た

結 果 で あ る。 「完全 に な くす こ とが で き る」 が5.7%、 「か な りな くす こ とが で き る」 が39.7%

で 、合 わせ て も過 半数 に達 して い ない。 逆 に 「な くす こ とは難 しい 」が53.8%に もの ぼ って い

る。 厳 しい結 果 で あ る。

(7)HIV問 題 に 関す る認識 の ま とめ

これ まで の調 査 分析 か ら判 明 した 点 を簡 単 に再度 列 記 す る と次 の よ うに な る。

1.「HIVと エ イ ズ は 同 じこ とを意 味 してい る」 と誤解 して い る学 生 が28.0%存 在 し、 「HIVに 感 染

して も必 ず エ イ ズ にな る わ けで は な く、薬 に よって 抑 え るこ とが で き る」 との 正 しい 理解 を持

った 学 生 が59.4%に とどま っ てい るな ど、HIV・ エ イ ズ に 関す る基 本 的 な知識 の浸 透 は ま だ ま

だ 不十 分 で あ る。

2.HIV陽 性 者 との結婚 に抵 抗 を感 じて い る学 生 が53.6%、 一 緒 に入 浴 す る こ とに抵 抗 を感 じる学

生 が47.7%、 手 をっ な いだ り身 体 にふ れ る こ とに抵 抗 を感 じる学 生 が30.2%な ど、HIV陽 性 者

に対す る忌 避 と排 除 の実 態 が 明 らか に され た。

3.親 しい友 人 か らのHIV感 染 を告 げ られ た とき、 「距 離 を置 く」や 「付 き合 わ な い よ うにす る」 と

した学 生 が 合 わせ て7.7%い た。 親 しい友 人 に さえ こ う した態 度 を とる と してい る実態 が存 在

してい る。一 方 「これ ま で どお り」 とした学 生 が9割 近 くに の ぼ って い るが、 「HIVの こ とに触

れず に」 と してい る学 生 が43.5%い た。

4.「 行 政 はHIV陽 性 者 を把 握 し管理 す べ きで あ る」 とい う考 えへ の支 持 が36.7%に 達 してい る。

ハ ンセ ン病 患者 へ の か つ て の隔 離 政策 が想 起 され る。 「陽 性者 の 自己責 任 論 」 も17 .9%の 学 生

が支 持 して い る。一 方 、「病 気 に な っ た理 由に 関係 な く、社 会 はそ の 治療 と患 者 の 人権 を守 るた

め に全 力 を尽 くす べ き で あ る」 とい う考 え を72.0%の 学 生 が 支持 してい る。

5.HIV検 査 に対 す るた め らいや 不 安 が学 生 を包 ん でい る。 無 知 や 差別 へ のお そ れ が事 態 の 一層 の

深 刻 化 を支 え てい る とい え よ う。

6.「HIV陽 性 者 や そ の家 族 に対 す る差 別 ・人 権侵 害 が今 で もあ る と思 うか」 との質 問 に73.8%の 学

生 が 「あ る と思 う」 と して い る。 「偏 見や 差 別 は な い と思 う」 は10.6%で あっ た。 しか も こ う

した差 別 を 「な くす こ とは難 しい」 とい う悲観 的 展 望 が53.8%に も達 して い る。厳 しい結 果 で

あ る。

第4章HlV問 題に関する態度や行動に影響を与えているもの

HIV陽 性者 に対す る差別 の現 実が存在 してい る。エイ ズ とい う病気 が正式 に報告 され たのは

1981年 、アメ リカにおいてであった。 日本 での最初 の患者確認 は1985年 である。今 日に至 るこ

のわずか30年 の間に差別がつ く り出 されていった。

感染の広が りは人々に不安 と健康被害 をもた らし、死 に至った人 も多い。 しか し、HIVと い う

ウイルスが 自動的 に差別 をつ くったのではない。Hlv陽 性者へ の差別 をつ くって しまったのは私

たち人間であ る。

何が、HIV陽 性者に対す る排除や忌避 といった差別 をつ くり出 していったのであろ うか。 どの

ような要因が こうした現実 に影響 を与 えてい るだろ うか。市民のHIV陽 性者 に対す る行動に影響

を与 えているものを探求 したい。
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[1]分 析の進 め方

(1)目 的変数 の設定

1.

2.

分析 は、HIV陽 性者に対す る市民の態度や行動 に注 目して進 める。教育や啓発 をは じめ とす る

様 々な取 り組み の 目的は、っま るところ、HIV陽 性者 が市民 とともに安心 して暮 らしてい くこ

とがで きる日常生活 を創 り上げ るこ とにあ るか らであ る。

HIV陽 性者 に対す る市民の態度や行動 に結びつ く目的変数 としては問21の 「HIV陽性者 に対す

る抵抗感 」を用いた。ただ し項 目にっいてはすべ てを取 り上 げると煩雑 になるため、「(5)手 を

っ ないだ り身体 にふれるこ と」を取 り上げ る。その際、問2!の 「(5)手 をつないだ り身体 にふ

れ るこ と」に関す る回答において、「1.と て も抵抗 を感 じる」お よび 「2.や や抵抗 を感 じる」

とした人 を 「抵抗 を感 じる」グループ とし、「3.あ ま り抵抗 を感 じない」お よび 「4.全 く抵

抗 を感 じない」 とした人を 「抵抗 を感 じない」グループ とした。

問21.あ な たは、HVI陽 性 者 との次 の よ うな状 況 につ いて どれ く らいの抵抗 を感 じます か。

(5)手 をっ ない だ り身体 にふれ る こ と

1.と て も抵抗 を感 じる2.や や 抵 抗 を感 じる

5.わ か らない

3.あ ま り抵抗 を感 じない4.全 く抵 抗 を感 じな い

(2)分 析の構 図

1.

2.

3.

4.

5.

6.

図4-1は 、以下 に進 めてい く分析 の枠組 みを示 してい る。次項以降の分析内容 と併せ て参照 し

ていただけれ ばあ りがたい。

見ての とお り、学生のHIV問 題 に関す る態度や行動 を形成す る直接 的な要因 として本調査で想

定 したのは 「状況認識 」 と 「知識」 と 「差別 の とらえ方」で ある。

「状況認識」とは、学生がHIV差 別 に関す る社会 の状況を どのよ うに受 け止めているのか とい う

ことであ り、こ うした受 け止め方 が態度や行動 に影 響を与 えているのではないか とい う仮説で

ある。具体的には、HIV差 別の認知(問18)やHIV差 別解消への将来展望(問18付 問1)で あ

る。

「知識」 とは、HIV問 題 に関す る 「医学的知識」の ことで あ り、問14の(1)か ら(9)の 質問

がこれにあたる。 こ うした知識 の正 しさや豊 か さが態度や行動に影響 を及ぼ してい るとい う仮

説 をたてた。

「差別の とらえ方」 とは、HIV問 題 に関わる考 え方に対す る認識 を指 している。分析で取 り上げ

たのは、問20「(1)HIV感 染の拡大 を防 ぐためには、行政 はHIV陽 性者 を把握 して管理すべ き

である」および 「(3)HIV感 染 は防げたのだか ら、陽性者 は 自己責任で対処すべ きである」 と

い う考 え方に対す る認識で ある。 また一般 的な差別観 について も取 り上げ ることとし、また一

般的 な差別観 にっいて も取 り上げるこ ととし、それについて は問25(5)の 「差別だ とい う訴

えを、いちい ち取 り上 げていた らき りがない」とい う 「差別の事実を軽視す る考 え方」、そ して

問25(9)の 「思いや りやや さしさを持てば、差別問題 は解決できる」 とい う 「思いや り ・や

さしさ論」を用いて検証 した。

ところで、これ ら 「状況認識」 「知識」 「差別 の とらえ方」 とい う態度や行動 に影響 を与 えてい

る と想定 した直接的な要因は、いずれ も学生 が生まれなが らにして持っているものではない。

これ らは20年 前後 の生活を通 じて身につ けて ものである。 ここではその形成要因 として 「HIV

問題 に関す る学習経験」を取 り上 げその影響 を確かめている。
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図4-1HIV問 題に対す る学生の態度や行動に影響 を与 えているものの分析構図

Hl>・ エイズの学習経験(問16)

問18HIV差 別の認知

問18付 問1解 決への将来展望

HIV問 題に対する態度や行動

差別のとらえ方

問20(1)陽 性者の行政管理論

問20(3)陽 性者の 「自己責任論」

問25(5)「 差別軽視の考え方」

問25(9)「 思 いやり ・やさしさ論」

[2]HIV問 題 に対す る学生 の態度や行動 に影 響を与 えてい るもの

(1)「 状況認識」 と態度や行動

1.「 状況認識 」として取 り上げたのは次の2問 であ る。これ らの質問結果 と、目的変数 として設 定

した問11(4)と の クロス集計結果 は表4-1の 通 りであった。

問18.あ なたは、今でも、HIV陽 性者やその家族に対す る偏見や差別があると思いますか

1.か なり偏見や差別があると思 う

2.少 しは偏見や差別がある思 う

3.偏 見や差別はない と思 う

4.わ か らない

問18・ 付 問1.こ う した差別 は近い将来 、 な くす ことがで きる と思 いますか

1.完 全 にな くす こ とが でき る

2.か な りな くす こ とが でき る

3.な くす こ とは難 しい
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表4-1HIV問 題の 「状況認識」と態度や行動 とのクロス集計表
1

該当数

問21(5)手 をつないだ り身体 にふれ ること

「抵抗を感じる」グ

ループ

「抵抗を感じな

い」グループ わからない

問18HIV陽 性

者に対する差別
の認知

かなり偏見や差別があると思う 240 45.4% 48.3% 6.3%

少しは偏見や差別があると思う 579 3t3% 57.0% 11.7%

偏見や差別はないと思う 117 22.2% 70.1% 7.7%

問18付 問1HIV

差 別 解消の将

来展望

完全になくすことができる 60 16.7鶉 75.0% 8.3%

かなりなくすことができる 344 27.3% 60.5% 12.2%

なくすことは難しい 490 4α0% 48.4% 羽.6%

2.HIV陽 性者や家族への偏見や差別 が強 く残 ってい ると認知 してい る学生 ほ ど、「手をつないだ り

身体 にふれ るこ と」への抵抗感 が大きい ことがわか る。「かな り偏 見や差別がある と思 う」とし

た学生では、「抵抗 を感 じる」 グループは45.4%に 達 している。 しか し、「偏 見や差別 の現実」

については現 に存在 してい る以上 、それ をごまか していては真 の解決 にはならない。

3.そ こで注 目したいのが、問18付 問1の 「差別解消の将来展望」との クロス結果である。これ は、

問18で 「偏 見や差別 はある」 と回答 した学生に対 して質問 したものである。その結果、 「偏見

や差別 」を 「完全にな くす ことがで きる」 と認識 している場合 、「抵抗 を感 じる」グループの割

合は16.7%と 低 く、逆 に 「な くす こ とは難 しい」と認識 してい る場合 には40.0%と 大き く跳ね

上がってい る。

4,結 局は差別の現実を 「ただ単に厳 しいそ」 と知 っているだ けでは抵抗感 を強めてお り、それ を

解決 可能 な現実 として認識できてい るのか とい う 「差別解消の将来展望」が態度や行動へ のポ

イ ン トであることが示 された。

(2)「 知識 」 と態 度 や 行動

1.次 に検 証 す るの は 「知 識 」 と態 度 や行 動 との 関 わ りで あ る。

2.問14(1)か ら(9)はHIV問 題 に 関す る 「医学 的知 識 」 を質 問 して い る。 この正 解 数 と、 目的

変数 と して 設 定 した 問21(5)と の ク ロス集 計 結 果 が 表4-2で あ る。

3.な お 問14の 正解 は(1)2、(2)1、(3)2、(4)1、(5)2、(6)1、(7)2、(8)1、(9)2と した。

問14.あ な た はHIV・ エ イズ とい う病気 につい て どの よ うに理解 して います か。

(1)HIVと エ イズ は同 じこ とを意 味 してい る1.そ う思 う

(2)健 康 に見 えて もHIVに 感 染 してい る ことがあ る2.そ うで はない と思 う

(3)HIV・ エ イズは 「男性 同性 愛者特 有」 の病気で あ る3.わ か らない

(4)HIVは 感 染症 であ るが、性行為 を除 けば、 日常生活 では感染 しない病 気で あ る

(5)HIVに 感 染す る と死 んで しま う

(6)HIVに 感 染 して も必ず エイ ズにな るわけで はな く、薬 に よって抑 える ことがで きる

(7)HIV・ エ イ ズは完 治す る病 気で あ る

(8)通 常 のHIV検 査 で は、感染 してか ら2～3ヶ 月経過 しない と感 染 してい るか ど うかわ か らない

(9)HIVに 感 染 して い る人 が使用 した食器 を共用す ると、HIVに 感 染 す る可 能性 があ る
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表4-2HIV問 題 に関する 「知識」 と態度や行動 とのク ロス集計表

正解数 該当数

問21(5)手 をつないだ り身体 にふ れ こと

「抵抗を感じる」グ

ループ

「抵抗を感じな

い」グループ
わからない・不明

1

問14田V
問題につい
ての医学的

知識

0 32 3.1% 25.0% 71.9%

1 17 5.9% 29.4% 64.7%

2 30 46.7% 30.0% 23.3%

3 89 40.4% 39.3% 20.2%

4 141 39.7% 482% 12」%

5 191 30.4% 56.0% 13.6%

6 215 28.8% 56.3% 14.9%

7 224 29.0% 62.9% 8.0%

8 113 28.3% 65.5% 6.2%

9 45 26.7% 71」% 2.2%

/

4.「 医学 的知識 」 が正 しく得 られ てい る学 生 ほ ど(問14の 正解数 が多 いほ ど)、 抵抗感 が弱 くなってい

る ことが わか る。た とえば 「正解 数0」 の学 生 にお ける 「抵 抗 を感 じない」グル ープ の割合 は25.0%

であ るが、 「正解数10」 の学生 にお けるそれは71.1%と46.1ポ イ ン トも高 くなってい る。

5.HIV問 題 につ い て の正 しい 「医学 的知 識 」の獲 得 が 、HIV陽 性者 や そ の家 族 に対 す る態度 や 行 動

に積 極 的 な意 味 を果 た して い る こ とが 示 され た。

(3)「 差 別 の と らえ方 」 と態 度 や行 動

1.「 差 別 の と らえ方 」 と して用 い て い る の は 問20(1)の 「HIV感 染 の拡 大 を防 ぐた めに 、行 政 は

HIV陽 性 者 を把 握 して管 理 す べ き で あ る」 お よび(3)の 「HIV感 染 は防 げ た の だか ら、 陽性 者

は 自己責 任 で 対処 す べ きで あ る」 とい う 「陽性 者 自己責任 論 」 で あ る。 さ らに、問25で 質 問 し

て い る一 般 的 な差 別 につ い て の考 え方 の うち、 問25(5)「 差 別 だ とい う訴 え を、い ち い ち取 り

上 げ て いた らき りが ない 」 とい う 「差別 の事 実 を軽 視 す る考 え方 」 と、問25(9)「 思 いや りや

や さ し さを持 て ば、 差別 問題 は解 決 で き る」 とい う 「思 いや り ・や さ しさ論 」 で あ る。 これ ら

の質 問結 果 と 目的 変数 と して設 定 した 問21(5)と の ク ロス集 計 は表4-3の 通 りで あ る。

2.な お 問20(1)(3)の 回答 結果 にお い て 、 「1.そ う思 う」 と 「2.ど ち らか と言 えば そ う思 う」

を あ わせ て 「そ う思 う」 グル ー プ と して 、 「4.ど ち らか と言 え ばそ うは 思 わ ない 」 と 「5.そ

うは思 わ な い」 を あわせ て 「そ うは思 わ ない 」 グル ー プ と した 。 同様 に、 問25(5)(9)の 回

答 結 果 も 「賛成 」 の グル ー プ と 「反 対 」の グル ー プ に括 って集 計 した。 いず れ の 場合 も、「どち

ら ともい えな い」 は ク ロス集 計表 を見 や す くす るた め割 愛 して い る。

問20.

(1)HIV感 染の拡大を防ぐために、行政はHIV陽 性者を把握

して管理すべきである

(3)HIV感 染は防げたのだか ら、陽性者は自己責任で対処す

べきである

あなたは次のような事実や考え方に対 して、どのよ うなお考 えをお持ちですか。

1.そ う思 う

2.ど ち らか と言 えばそ う思 う

3.と ち ら ともい えない

4.ど ち らか と言 えばそ うは思わ ない

5.そ うは思 わない

一68一



問25.

(5)差 別 だ とい う訴 えを、い ちい ち取 り上 げていた らき りが ない

(9)思 い や りやや さ しさを持 てば、差別 問題 は解 決す る

一般 的 に
、 「差別 」 とい うものにっ いて、 あなた は どの よ うなお考 えをお持 ちです か。

1.賛 成

2.ど ち らか とい えば賛成

3.ど ち らともい えない

4.ど ち らか とい えば反対

5.反 対

表4-3「 差別の とらえ方」 と態度や行動 とのクロス集計表

該当数

問21(5)手 をつないだり身体 にふ れこと

「抵抗を感じる」グ

ループ

「抵抗を感じな

い」グループ
わからない

問20(1)HIV感 染の

拡大を防ぐために、
行政はHIV陽 性者を

把握して管理すべき
である

「そう思う」グループ 405 41.0% 49.4% 19.8%

「そうは思わない」

グループ
296 17.9% 66.2% 15.9%

問20(3)HIV感 染は

防げたのだから、陽
性者は自己責任で
対処すべきである

「賛成 」のグル ープ 199 447% 49.2% 6.0%

「反 対 」のグループ 540 26.5% 59.6% 13.9%

問25(5)差 別 だとい

う訴えを、いちいち

取 り上 げていたらき

りがない

「賛成 」のグループ 366 39.9瓢 50.5% 9.6%

「反 対 」のグループ 322 26.7% 60.9% 12.4%

問25(9)思 い や り

ややさしさを持て

ば、差 別問題 は解

決 できる

「賛成 」のグル ープ 482 30.9% 58.9% 10.2%

「反 対 」のグループ 212 38.2% 50.9% 10.8%

3.問20(1)の 「HIV感 染 の拡 大 を 防 ぐた めに 、行 政 はHIV陽 性 者 を把 握 して 管理 す べ きで あ る」

との考 え を 「そ う思 う」グル ー プ にお いて は 、「手 をっ ない だ り身 体 に ふれ る こ と」に 「抵 抗 を

感 じる」グル ー プ が41.0%で あ るの に対 して 、「そ うは 思 わ ない 」グル ー プ で は17.9%と 低 い。

ハ ンセ ン病 問題 にお け る強制 隔 離 政策 を連 想 させ る こ うした発想 が 忌避 的態 度 を支 えて い る。

4.問20(3)の 「陽性 者 自己責任 論 」 を 「そ う思 う」 グル ー プ にお い て は 、 「抵 抗 を感 じる」 グル

ー プ が44 .7%で あ るの に対 して 、 「そ うは思 わ な い」 グル ー プ で は26.5%で あっ た。 当事者 に

対す る 自己責任 論 が忌避 的態 度 を支 え てい る。

5.一 般 的 な差別 観 との 関係 で は 、 「差 別 だ とい う訴 え を、 い ちい ち取 り上 げて い た らき りが ない 」

とい う 「差別 の事 実 を軽視 す る考 え方 」 に 「賛成 」 の グル ー プ にお い て 「抵 抗 を感 じる」割 合

は39.9%で 、「反 対 」の グル ー プ の26.7%よ り13.2ポ イ ン ト高 い。ま た 「思 い や りや や さ し さ

を持 て ば、差 別 問題 は解 決 で き る」に 「賛成 」の グル ー プ にお い て 「抵 抗 を感 じる」割 合 は30.9%

で あ り、 「反 対 」 の グル ー プ は38.2%で あ った。 「思 い や り ・や さ し さ論 」 に対 す る考 え方 の影

響 は弱 い。

一69一



[3]「 状況認識」 「知識」 「差別の とらえ方」に対す る 「学習経験」の影響

(1)「 学習経験」への着 目

「状況認識」や 「知識」 さらには 「差別 の とらえ方」が学生 のHIV陽 性者 に対す る態度や行動 に

影響 を与えてい ることが明 らかにされた。 しか しこれ らは、学生 あ らか じめもっているものではな

い。「状況認識」に しろ 「知識」や 「差別の とらえ方」に しろ、生 まれて以降の生活 の中で身につ け

たものである。では どの よ うな 日常生活 での経験がこれ らの形成 に関わってい るのだろ うか。本調

査の 目的や学生たちの人生歴 をふま えて、ここでは学生の これ までの学習経験の影響 に焦点を当て

て分析す る。

HIV問 題 に関す る学習経験 は問16で 質問 しているがその結果は図4-2の 通 りである。なお これ以

降の分析では、「小 ・中学校で受 けた」「高校 で受 けた」「大学で受 けた」お よび 「受けた ことはない」

の回答者 を対象 に分析 を進 める。

図4-2HIV問 題 に 関す る学 習経 験

小学校や中学校で受けた

高校で受けた

0.0%20.0%40.0%60.0%

大学で受けた

一般市民対象の講座などで一 掴

繋 聖1三欄

80.0%

4.4%;

68.8%

(2)学 習経 験 と 「状況 認 識 」

1.「[2](1)「 状 況認 識 」 と態 度 や 行 動 」 の分 析 にお い て、 状況 認 識 にお い て は 「差別 解 消 の 将

来 展 望(問18付 問1)」 が ポイ ン トで あ る こ とが示 され た。表4-4は 、HIV問 題 に関す る学 習 経

験 とこの将 来 展 望 との ク ロス集 計 表 で あ る。

2.「 完全 に な くす こ とが で き る」 と 「か な りな くす こ とがで き る」 との合 計 は、小 ・中学校 で の 学

習 経験 者 で38.7%、 高校 で の学 習経 験 者 で38.5%、 大学 で の学習 経 験 者 で42.2%で あ るの に

対 して 、学 習 経験 の ない 学 生 にお い て は6.6%で あっ た。

3.HIV問 題 に関す る学 習経 験 が 「差別 解 消 の将来 展望 」 に明確 な効果 を発揮 して い る ことがわ か る。

表4-4学 習経験別 にみた差別解消の将来展望
1

該当数

問18付 問1差 別解消の将来展望

完全になくすこと
ができる

かなりなくすこと
ができる

なくすことは難し
い

無回答

小 ・中学校で受けた 719 4.9% 33.8% 43.9% 17.4%

高校で受けた 769 6.4% 32.1% 45.0% 16.5%

大学で受けた 211 7.6% 34.6% 38.9% 19.0%

受けたことはない 60 3.3% 3.3% 63.3% 30.0%
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(3)学 習経験 と 「知識」

1.HIV陽 性者や家族 に対す る差別 の撤廃 に 「医学的知識」 の獲得 が有効である ことが先 に示 され

てい るが、ここでは こうした知識の獲得 と学習経験 との関わ りを調べ る。

2.表4-5は 、HIV問 題に関す る学習経験 と問14(!)か ら(9)の 「医学的知識」 とのク ロス集計

表であ る。 なお 「医学的知識」 にっいては、それぞれ の学習経験者 におけ る正解数の平均値 を

記 している。

3.学 習経験 のある学生において5.73か ら5.81を 獲得 してるのに対 して、学習経験のない学生の

平均値 は2.73と 明 らかに低い。

4.学 習経験 がHIV問 題 に関す る 「医学的知識」の獲得 に効果 を発揮 してい ることがわかる。

表4-5学 習経験別 にみた 「医学的知識」の正解数の平均値

該当数

問14HIV問 題に関する「医学的知

識」ついての理解

正解数(0～9)の 平均点

1

小 ・中学校で受けた

1

719 5.73

高校で受けた 769 5.75

大学で受けた 211 5.81

受けたことはない 30 2.73

(4)学 習 経 験 と 「差 別 の とらえ方 」

1.「[2](3)「 差 別 の と らえ方 」と態度 や行 動 」の分析 におい て 、HIV陽 性者 に対 す る行 政 管理論(問

20(1))や 陽性者 の 自己責任 論(問20(3))、 さ らには一般 的 な差別 観 との 関係 で は、「差 別 だ とい

う訴 え を、 い ちい ち取 り上 げ てい た らき りが ない 」 とい う 「差別 の事 実 を軽視 す る考 え方 」(問

25(5))や 「思 いや り ・や さ しさ論 」(問25(9))が 強弱 は あ る ものの 、影 響 を与 えて い る こ とが

示 され た。 こ こで はそ れ ら と学習 経験 との 関わ りを検 証 す る。 なお 、 問25(5)の 「差 別 の原 因

に は、差別 され る人 間の側 に問題 が あ る こ とも多 い」も影 響 を与 えてい るこ とが示 され て い るが、

陽性 者 の 自己責 任論(問20(3))と 重 な ってい るた め ここで の分析 か らは割 愛す る。

2.表4-6は 、HIV問題 に関す る学習経験 とこれ ら各質問に対する回答結果 とのクロス集計表 である。

3.

4.

意外であったのは 「HIV・エイズの学習 を受 けた ことはない」学生の方が、HIV陽 性者 に対す る

行政管理論への否定意見が学習経験者 より高か った ことで ある、陽性者 の 自己責任論 に対 して

もこれ を否定 してい る割合 が学習経験者 よ り高い。一般的な差別観 に関 しては、学習経験者 に

おいて 「差別 の事実 を軽視す る考 え方」への反対グループの割合が7ポ イン トほど高かった も

のの顕著な差はな く、 「思いや り ・や さしさ論」 にお ける違い も明確 ではない。

学校教育にお ける 「HIV・エイズの学習」は 「差別解 消の将来展望」や 「知識」においては効果

を発揮 してい るが、「HIV問題 」とい う社会 問題 の とらえ方や一般的 な差別観 にまでは深 め られ

ていないこ とが うかが える。
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表4-6学 習経験別 にみた差別の とらえ方

問20(1)HIV感 染の拡大

を防ぐために、行政はHIV陽

性者を把握して管理すべき

である

問20(3)HIV感 染は防げ

たのだから、陽性者は自己

責任で対処すべきである

問25(5)差 別だという訴

えを、いちいち取り上げて

いたらきりがない

問25(9)思 いやりややさ

しさを持てば、差別問題は

解決できる

「そう思

う」グ

ループ

どちらと

もいえ

ない

「そうは

思わな

い」グ

ループ

「賛成」

のグ

ループ

どちらと

もいえ

ない

「反対」

のグ

ループ

「賛成」

のグ

ループ

どちらと

もいえ

ない

「反対」

のグ

ループ

「賛成」

のグ

ループ

どちらと

もいえ

ない

「反対」

のグ

ループ

小・中学校で受けた 37.4% 35.4% 27.2% 18.3% 31.8% 49.9% 33.2% 35.1% 31.7% 45.6% 33.8% 20.6%

高校で受けた 38」% 35.9% 26.0% 17.8% 31.6% 50.6% 34.5% 33.9% 31.6% 45.5% 34.4% 20コ%

大学で受けた 36.7% 36.7% 26.7% 17.6% 29.5% 52.9% 33.2% 35.6% 31.3% 44.0% 39.2% 16.7%

受けたことはない 30,0鋳 263麗 43.3% 16.7% 23.3% 6α0鶉 30,0箔 46.7% 23.3% 43,3鶉 4α0% 16.7%

[4]HIV問 題 に対す る学生の態度や行動 に影響 を与 えてい るもののま とめ

学生のHIV問 題 に関する態度や行動 をはか る変数 として、「HIV陽 性者 と手 をつないだ り身体にふ

れ るこ と」へ の抵抗感 を用いて分析 を進 めてきた。直接 的な要 因と して、「状況認識 」「知識」「差別

の とらえ方」 を取 り上げた。 さらに生来的ではないこれ らの要 因に対 して 「学習経験」が果た して

いる影 響を検証 した。分析結果は既 に取 り上げているとお りであるが、簡単 に再度提示す ると次 の

よ うになる。

1.HIV陽 性者や家族へ の差別の認知が 「抵抗感」 を増 してい る。 しか し 「現実認識」ぬきに取 り

組 みは始 ま らない。その とき注 目したいのは、「差別解 消への展望」を有 している人 にあっては、

こ うした 「抵抗感」 を著 しく低下 させ ている事実である。問題 は、差別の現実を 「ただ単 に厳

しいそ」 と知っているだ けなのか、 あるいは解決 可能 な課題 として認識できているのか とい う

「差別解消の将来展望」の獲i得で ある。

2.HIV問 題 に関す る正 しい 「医学的知識 」の=豊かな人 ほ ど 「抵抗感」 は弱い。正 しい 「医学的知

識」 の獲得が態度や行動 に影響 を与 えている。

3.HIV陽 性者 を行政的 に管理す る とい う発想 を持 ってい る学生に 「抵抗感 」が強い。ハ ンセ ン病

問題で犯 した人権侵害の教訓 を強 く学び取 らなけれ ばならない。

4.ま た、「差別 の原因には差別 され る人間の側 にも問題 がある」とい う被差別 当事者 に対す る 「自

己責任論 」や、「差別 だ とい う訴 えをい ちいち取 り上げていた らき りがない」とい う 「差別の現

実 を軽視す る考 え方」を肯定的に捉 えるグル ープにおいては、これ を否定す るグルー プよ りも

強い忌避 的態度が示 され てい る。「思いや りはや さしさを持て ば、差別 問題 は解決 できる」とい

う考 え方 の影響 は弱い。

5.こ れ ら態度や行動 に対す る直接 的な要因 と してある 「状況認識」 「知識」 「差別 の とらえ方」 は

持 って生まれ たものではない。そ こでこれ らの形成要因 として、HIV問 題 に関す る 「学習経験」

の影響 を調べ た結果 、① 「差別解消 の将来展望」や② 「医学的知識 」に関 しては学習の経験 が

効果 を発揮 してい ることが示 され た。

しか し、HIV陽 性者 に対す る行政管理論や 陽性者の 自己責任論 については、学習経験のない者

の方に否定的傾 向が強 く示 され るな ど、 この間のHIV問 題 に関す る学習が、社会 問題 としての

HIV問 題や一般的 な差別観 にまで深 め られていない ことが懸念 され る。
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おわりに(課 題認識)

(1)差 別 の現実に関す る共通認識 の形成

第1章 では調査結果 か ら見 えるハ ンセ ン病差別の現実を取 り上げた。ハ ンセ ン病患者 が過去 にど

のよ うな差別 を受 けたのか とい う歴史的事実ではなく、ハ ンセ ン病 問題 やハ ンセ ン病回復者が現在

の学生たちに どの よ うに認識 され てい るのか とい う 「今 日の現実」である。同様に第3章 では、HIV

陽性者に対す る学生たちの受 け止 め方やまな ざしの現実を示 した。

差別は見えに くい。差別の現実を見つめ よ うとす る姿勢 と努力が無 ければ 自動的 に認識 できるも

のではない。今回の調査 はそんな努力の一つであった。

もちろん、意識調査 とい う方法や 限 られた質 問項 目が持っ制約 があった ことも確かである。 しか

しそれで も調査の結果 は、ハ ンセン病回復者やHIV陽 性者 に対する無知や偏 見、忌避 的態度 といっ

た差別の現実が厳 然 と存在 しているこ とを明 らかに した。わずか20年 前後 の人生の中で、すで にこ

うした認識 が形成 され てい ることに率直な驚 きを感 じる。

ハ ンセ ン病 問題やHIV問 題 に取 り組む とい うこ とは、まず はこの現実 を素直 に受 け止 めるこ とか

ら始ま めなけれ ばな らない。おそ らくこ うした状況は学生 に限 られた ものではないだ ろ う。教職員

においては これ以上に厳 しい実態 があるか もしれ ない。本学の人権 の取 り組みへの大きな課題提起

である。 そ してその出発点 は、調査 の結果 を活用 しなが ら、まずはこ うした現実 に対す る共通認識

を形成す ることで ある。取 り組 みはそ こか ら始 まる。

(2)人 権教育 ・啓発 ・研修の充実

学生 たちのハ ンセ ン病 問題やHIV問 題 の態度や行動に影響 を与えてい るもの として本調 査では

「状況認識」 「知識」 「差別 のとらえ方」 を設 定 した。 さらに持って生まれて もので はないこれ ら直

接的要因の形成要因 として 「学習経験」 を設 定 した。

調査結果 の紹介は重複 を避 けるが、「状況認識」「知識 」「差別の とらえ方」が態度や行動 に対す る

直接的な要因 として機能 して ことが示 された。具体的には 「差別解消 の将来展望」やハ ンセ ン病 ・

HIVに 関す る医学的知識 の獲得である。ハ ンセ ン病問題 に関 しては、過去の隔離政策への反省な ど

歴史的事実に関す る正 しい認識 の獲得 もこれ に加わ る。さらには、「思いや りやや さしさ」とい う気

持 ちではな く、被差別 当事者の 「自己責任論」や 「差別 だ とい う訴 えをいちいち取 り上げていた ら

き りがない」 とい う 「差別 の現実を軽視す る考 え方」を批判的に受 け止 めることので きる 「差別の

とらえ方」が重要であるこ とが示 された。

そ して こ うした諸要因に学生たちの 「学習 の経験」が影響 を与えていたのである。 もちろん これ

までの学校教育 における学習が万全 のものであったわけでな く、一般的な差別観(差 別 とい うもの

の とらえ方)の 理解 において弱い傾 向にあ ることは確 かである。HIV問 題に関す る学習に関 しては、

HIV問 題 を社会 問題 として捉 える学習 の弱 さも見 られた。 しか し 「学習の経験」が効果を発揮 して

いることは確 かで あ り、その広が りと改善が求め られている。

本学の人権教育や教職員人権研修 において も、ハ ンセン病問題やHIV問 題 を具体的 に取 り上 げ、

調査か ら提起 されている 「状況認識」 「知識」 「差別の とらえ方」を獲得 してい く実践の強化が提起

されてい る。

(3)ハ ンセ ン病問題 とHIV問 題 にお ける 「態度や行動」 の相関

すで に明 らかなとお り、ハ ンセン病問題 とHIV問 題 において同 じ分析の構 図を採用 した。それぞ

れ の分析構 図を示 している図2-1お よび図4-1を 比較 しても らえば一 目瞭然 である。
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言 うまでの もな く2つ の問題は異なった感染症 であ り、そ の歴 史的経緯や感染 当事者 に対す る社

会的対応、注がれて きた偏見の内容 も同一の ものではない。 しか し両者 には共通 した差別 と排除の

意識構造が貫 かれてい るのではないか とい うのが本調査 にお ける理論仮説 であった。分析 の構 図を

重ね合わせ 、設 問の内容 が同様 の中身 をともなって組み立て られ てい るのはそのた めである。調査

の結果は、 この仮説が間違いではない ことを示 した。

表5-1は ハ ンセ ン病 問題お よびHIV問 題 の分析の双方 において 目的変数 として設定 した 「手をつ

ないだ り身体 にふれ るこ と」への抵抗感 をクロス集計 した ものである。ハ ンセ ン病回復者 に対 して

「抵抗 を感 じる」グループの58.2%がHIV陽 性者 に対 して も 「抵抗 を感 じる」 としている。逆 にハ

ンセ ン病回復者 に対 して 「抵抗 を感 じない」グループの78.6%がHIV陽 性者に対 しても 「抵抗 を感

じない」 としている。 ここか らも、両者 には共通 した差別 と排除の意識構造 を見て取 ることができ

る。

一連 の調査分析結果や表5-1の データが仮説 の正 しさを示唆 してい るのだとすれ ば
、その差別 と

排 除の意識構造 は、何 もハ ンセ ン病 問題やHIV問 題 に限 られた ものではない ことが推測 されて くる。

かつての0157問 題や新型イ ンフル エンザ問題 での排除や忌避、そ していま福 島原発事故による放

射線漏れ にかかわっての 「福 島差別」 問題な どにも通底 してい ることが感 じられ る。様 々な差別問

題 を貫 く意識構造の分析 については、今後の研究課題 としたい。

表5-1ハ ンセ ン病 回復者 に対する抵抗感 とHIV陽 性者 に対する抵抗感

闇

該当数

HIV陽 性者 に対する抵抗感

問21(5)手 をつないだり身体にふれること

…了一

「抵抗を感じる」グ

ループ

「抵抗を感じな

い」グループ

へ　 … … 一

わからない

す回ハ
る復 ン

抵者 セ

抗 にン

感 対病

間11(4)て

をつないだ

り身体にふ

れること

「抵抗を感じる」

グループ
354 58.2麗 37.6% 4.2%

「抵抗を感じな

い」グループ
312 17.5% 78.6% 3.9%

一74一


